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こ れ ま で 日 本 に は 自 生 し な い と さ れ て い た 灌 木、 カ ム チ ャ ツ カ ナ ニ ワ ズDaphne 
kamtschatica  Maxim. （ジンチョウゲ科）を道東の斜里町で初めて発見し、このたびその内容

を学術誌で発表しました（下記）。日本産の樹木が 1 種増えたことになります。

早春の林床でいち早く花を咲かせる灌木にナニワズがあります。まだほかの花が咲く前に良い

香りを漂わせています。このナニワズの仲間は日本海とオホーツク海を囲むように 4 種類が知ら

れ、うち 3 種類は日本に自生することが知られていましたが、残りの一つは未確認でした。文献

では他のナニワズの仲間が黄色や緑色など色のついた花をつけるのに対し、本種は白い花をつけ

ることが大きな特徴です。また他のナニワズ類にはない長い地下茎を持っています。研究では斜

里町でさまざまな特徴を調べ、ロシアのカムチャツカで調査を行って、これらの特徴が一致する

ことを確認し、それを同定の決め手としました。これまで遥か北方にあるカムチャツカの固有種

とされていたので、北海道が分布の南限になりました。

本種は 1859 年にロシアの植物学者マキシモヴィッチがロシア、カムチャツカ地方などの標

本に基づき新種発表しました。

日本では 1915 年に北海道帝

国大学の宮部金吾教授と三宅

勉博士が、当時の樺太にこの植

物があるとしてカラフトナニワ

ズの和名を与えました。その後

1935 年には、東京帝国大学

の中井猛之進教授が宮部らの報

告した植物はマキシモヴィッチ

の報告とは別なものだとして、

本種にカムチャツカナニワズと

いう別な和名を与えました。以

来、どのような植物か、北海道

にあるか否か多くの植物研究者

の間で議論され、これまで決着

がつかないままでしたが、本報

告で 100 余年ぶりにこの植物

の詳細を明らかにするととも

に、北海道に分布するという結

論に達し、この議論に終止符を

打つことができました。

（保護Ｇ　新田紀敏）
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「カラマツを枯死させるキクイムシ」パンフレットを作成しました
近年、北海道では、穿孔性の森林害虫カラマツヤツバキクイムシによってカラマツが集団枯死する現象が発生し

ています。そこで林業試験場では、被害の概要と対策についての研究成果をまとめたパンフレットを作成しました 

（図－１）。キクイムシによる大量枯死は、「カラマツが衰弱」した林分で、「キクイムシ個体数が増加」したときに発

生します（図－２）。そのため、雪害や風倒害の発生時には、速やかに被害木整理（伐倒・搬出）を実施することが

望まれます。また、虫害が発生したときはドローンなどを活用して被害把握を迅速に行い（図－３）、被害レベルが高

い林分ではできるだけ早期に皆伐・収穫することが、収益を確保するうえで重要です（図－４）。

本パンフレットは、林業試験場のホームページでダウンロードできます。

http://www.hro.or.jp/list/forest/research/fri/kanko/fukyu/pdf/kikuimushi.pdf

� （保護 G　徳田佐和子）

100 年の議論が決着

図－１ パンフレット表紙 図－２ 被害の傾向

図－３ ドローンを活用した被害把握法 図－４ 収穫予測シミューレーションの結果

白い花を咲かせるカムチャツカナニワズ
高さ 40 ～ 50cm、花の直径は 6mm ほど　斜里町にて

カラマツを枯死させるキクイムシ
－カラマツヤツバキクイムシ被害の概要と対策－

近年、北海道内で、順調に育っていたカラマツが急に集団枯死する現象が発⽣して
います。これは、カラマツの害⾍︓カラマツヤツバキクイムシがカラマツの樹⽪下に
穿孔することによって起こる森林⾍害です。これまでなかった⼤規模な被害が出てい
ることから、林業試験場ではカラマツヤツバキクイムシ被害について集中的な試験研
究の取り組みを進めてきました。
このパンフレットでは、カラマツヤツバキクイムシ被害の概要について解説すると

ともに、汎用型UAVを利用した被害把握⼿法、被害レベルの区分と対策、収穫予測シ
ミュレーションの結果など、被害軽減に向けた研究成果を紹介します。

地⽅独⽴⾏政法⼈北海道⽴総合研究機構
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同日に上空500 m から撮影

迅速に被害把握する⽅法は︖

●⾼⾼度からの撮影で被害密度も把握

★上空500mから約55haの範囲を撮影できます。面積の分かっている小班全体を
撮影することで、樹木の密度も計算できます。

★画像の1ピクセルは地上部の約18cmで少し粗くなりますが、生立木、枯死木
ともに識別は容易です。葉量が少ないなど衰弱した樹木も半分程度は識別で
きます。 ※ 撮影範囲などの数値はDJI社製Phantom4を用いた場合

上空 150 m から撮影 (2018年9月26日）

Zoom

●上空から本数被害率がすぐに分かる
UAVで写真を1枚撮るだけで、被害木数が分
かります。

上空150mから2017年6月27日撮影

上の写真と同じ
林分を同年の7
月20日に撮影。
変色したカラマツ
の増加を確認で
きます。

★被害地撮影のための飛行手順
①目的の高度まで、まっすぐ上昇します。
②被害地の上空へ飛行します。
③被害地に到着したらカメラを真下に向けて、構図を

決め撮影します。（構図については下記参照）
④バッテリーが50%以下になる前に帰還を開始します。

（不測の事態への備え、過放電によるバッテリー劣
化の回避などを考慮）

※森林は見通しのよくない場所が多いです。
「目視外飛行」になる時は、事前に許可申請します。

①
真
上
に
飛
ば
す

③目標の真上
から 撮影

②撮影地へ

カメラを斜めに向
けて広い範囲を
確認しながら移
動

飛行と撮影の時間は15分もあれば十分です。
被害地が近く、車での移動が短時間で済む
場合、一日に10カ所以上の撮影も可能です。

地上の目印を利用して撮影ポイントを設定すれ
ば、新しい被害木の発生もすぐに分かります。

●多地点調査を低コストで実施可能

●被害の追跡調査、経過観察も容易

「150m以上の空
域を飛行」する
時は、「目視外
飛行」とは別の
許 可 申 請 が 必
要です

目印になる林道、
駐車場や樹種の
境界で構図を決
めて、連続撮影し
ます。

撮影時、カメラは
真下にむける

上方に障害物が
ない平坦な場所
を選定

（被害率算出に際しては、上空150mからの場合、
写真中央2ha程度の範囲でのカウントが適当）

150m
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被害の傾向

気象
ストレス

これまで、キクイムシによる枯損被害はそれほど多くありませんでしたが、2015年以降被
害が急増・拡大しており、2015年～2018年の4年間合計で17市町村の約3,500haものカラマツ
林から被害が報告されています。激害地では夏ごろにキクイムシの穿孔を受けた個体が赤く
変色して枯れる光景が広がります。

2015年からの新規被害発生地域

キクイムシ被害地域では次のような特徴がありました。
・雪害や風倒被害の発生（キクイムシの増加）
・ハバチやならたけ病、気象ストレスなどの発生（カラマツ
の衰弱）

・被害木での樹脂の減少（防御能力の低下）
これらが複合的に発生したために、大規模な枯損被害が発
生した可能性があり、ほかの地域でも注意が必要です。

衰弱した個体では、キクイムシに対
する防御能力が低下しており、樹皮
に孔を開けても樹脂が出ません。

衰弱個体 健全個体

■ 被害発生の要因

①迅速な被害把握 ②状況に応じた対応

被害対策が遅れると、被害の拡大や収益の低下を招きます。そのため、被害地・被害程
度の早期検出と状況に応じた迅速な対応が重要です。

■ 被害時の対策

雪害・風倒被害

個体数の増加

ならたけ病

ハバチの食害

キクイムシの
餌木の発生

カラマツの衰弱
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・被害木処理は定性間伐となり、通常よりも経費や労力が
3割以上かかることが予想されます。

・被害木のみの処理（伐採）では、被害が拡大する可能性
があります（左頁下参照）

被害発生時の具体的な収入試算
・林齢40年に被害率25％であった場合、当初予定していた一般材としての主伐収
入の2〜3割程度が低質材若しくは無収入等となることが懸念されます。被害レ
ベルが⾼い場合は、速やかに収穫することが有効な手段の一つです。

・林齢と皆伐にかかる金額につい
て試算すると、��年生以降から
収入を見込むことができます。

・��〜��年生で被害を受けた場合、

被害程度や補助金などを勘案し
ながら皆伐の是非を検討するこ
とが必要です。

■ 収穫予測シミューレーションによる被害レベルでの伐採木の積算材価比較

■ 皆伐にかかる経費と収入との関係

【施業のポイント】
・被害が25％未満の場合は、林齢や周囲の被害状況を⾒ながら被害⽊の整理を検討
・標準伐期齢を超え，⾍害率が25%以上ならば、低質材になる前に収穫（皆伐）を推奨
・雪害および⾵倒害の発⽣時には、速やかに被害⽊整理（伐倒・搬出）を実施。餌⽊となる被

害⽊の放置（林内、林縁、⼟場など）は避ける

令和元年12⽉道内⽊材市況より

⾍害発⽣当年に被害⽊を伐採した場合の試算をしました。
①地位25の林分で40年生時に被害発生と仮定
②十勝地域の平均的な密度管理を基準にし、60年生時の主伐時に見込まれる出材量を積算
③末口径9cm未満を低質材、9cm以上を一般材として計算

令和元年度造林事業補助⾦査定基準額より

被害林分を収穫した様⼦

【被害木の収穫分】
被害発生当時に伐採 → 一般材として収穫
2〜3年放置後に伐採 → 低質材として半額以下（点線）
主伐まで放置 → この部分は収入なし

無被害木の
収穫分

被害木だけ
処理すれば
大丈夫？

被害発⽣以降に⾒込まれる伐採費⽤

主伐時に⾒込まれる販売収⼊

【被害木処理と費用】
・10％被害 被害当年に被害木処理。その後被害収束
・25％被害 被害当年に被害木処理。その後６年間は被害

収束せず５％程度被害継続と被害木処理
・被害木処理にかかる費用や労力、そして拡大の不安等を勘
案すると、40年生程度で25％以上の被害が発生した場合
は、皆伐することが推奨されます。

通常
間伐分

再造林費

生産費＋運材費

販売収入

地位25 植栽本数2000本/ha、中庸仕⽴ての例
末⼝径9cm以上は被害⽊由来の材も⼀般材として計算

（％）

（％）
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カムチャツカナニワズを斜里町で発見



林業試験場では、2018 年北海道胆振東部地震の被災地における森林再生を検討するため、植生基盤

となる土壌のデータを収集してきました（グリーントピックス 58 号）。今回は、植物の生育に大きな

影響を与える土の硬さ（以下、土壌硬度）の調査結果についてご紹介します。

厚真町内における土壌硬度を測定した崩壊斜面 23 箇所と、崩壊しなかった森林斜面 3 箇所の位置図

を図－１に示しました。土壌硬度は、地表から 50cm までの深さを長谷川式土壌硬度計により調べま

した。この調査器具は、2kg の重りを 50cm の落差をつけて落とし、その 1 回あたりの衝撃で円錐形

の先端が何 cm 地中に打ち込まれるかという値（以下、S 値）を測定するものです（写真－１）。各調

査地内における調査点は、図－２のように崩壊斜面の中心付近 3 点で行いました。S 値の判断基準値に

ついては、日本造園学会 (2000) を参考にしました（表－１） 。

調査地別の深さ 10cm ごとの平均土壌硬度を図－３に示しました。調査地全体として、深さ 0cm ～

10cm では S 値≧ 1.5 の調査点が多く、深さ 10cm ～ 50cm では S 値の低い調査点が多い傾向でした。

ただし、高丘地区の一部と桜丘地区 1 箇所では深さ 0cm ～ 50cm まで S 値が 1.5 以上であり、崩壊

しなかった森林斜面 2 箇所（調査地 24、25 番）と同程度の軟らかさでした。

調査結果と現場状況から、崩壊斜面上にある軟らかい表土層は、地震で落ち残った火山灰層であるこ

とと、この火山灰層の層厚は薄い場合が多く、その下は硬い土層であることが分かりました。また、火

山灰層が厚く残存している箇所は部分的・局所的であることが推察されました。

現在は、硬さを調べた土壌について透水性などの分析を行っているところです。今後はこれらの分析

結果を踏まえ、崩壊斜面の土壌について植生基盤としての評価を行っていく予定です。

（環境Ｇ　蓮井 聡・速水将人・中田康隆）

調査点

①崩壊斜面の中心付近から 10m 下部

②崩壊斜面の中心付近

③崩壊斜面の中心付近から 10m 上部

図－３ 調査地別の深さ 10cm ごとの平均土壌硬度

S値 根の侵入の可否 表現 色 判定

cm/drop

4.0より大 根系発達に阻害なし（低支持力,乾燥） 膨軟すぎ △

1.5～4.0 根系発達に阻害なし 軟らか 〇

1.0～1.5 根系発達阻害樹種あり 締まった △

0.7～1.0 根系発達に阻害有り 硬い ×

0.7以下 多くの根が侵入困難 固結 ××

（日本造園学会 2000より作成）
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北海道胆振東部地震で発生した崩壊斜面における土の硬さ

表－１ S 値の判断基準値

図－１ �厚真町内における土壌硬度を測定した崩壊斜面 23 箇所（1 ～ 23 番）と、崩壊しなかった 
森林斜面 3 箇所（24 ～ 26 番）の位置図

写真－１ �長谷川式土壌硬度計 
による調査の様子

図－２ 各調査地内における調査点の見取図


